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【研究の背景・目的】 

発生過程は、全能性を有する細胞が時間軸に沿

って細胞分裂とともに刻々と変化し、特殊化しつ

つ、あるパターンを作っていくという実にダイナ

ミックなプロセスである。そして同時に、様々な

環境におかれた場合においても正常に発生は進行

する驚くべき頑強な生命現象である。体外で発生

する受精卵は、直接外界と接することによって、

温度変化をはじめとする環境変化を受けるにもか

かわらず正常に発生する。子宮の中で発生するほ

乳類は、胎児をとりまく環境ということでは体外

で発生する動物よりも保護されているように見え

るが、母体の状態（摂取する栄養やストレス）に

よってその胎児環境は変動する。それにもかかわ

らず正しく個体発生を完了する。発生の安定性を

保持する本質とは、胚の内外で生じるストレス刺

激へダイナミックに応答することにあると考えら

れるが、本研究では、ショウジョウバエ遺伝学、

生体イメージング、遺伝生化学を駆使して、発生

の頑強性に関わる細胞死シグナル分子の同定を行

い、その知見をふまえ、マウスの発生における細

胞死シグナルを用いた発生頑強性の研究を進める。 
 

【研究の方法】 

ショウジョウバエ外感覚器における外感覚器前

駆体細胞（SOP）形成の揺らぎと、マウス神経発

生における細胞死シグナルの動態解析、及び、シ

ョウジョウバエ成虫原基の発生・再生能の安定性

に関するカスパーゼの役割を中心に、遺伝生化学、

生体イメージングを用いて解析を進める。 

 

【期待される成果と意義】 

この研究によって、発生が内的外的なストレス

環境に対して頑強であることの分子機構を提示す

る。本研究の成果は、発生生物学の根源的な疑問

に迫ることとともに、先天性奇形の発生機序、診

断、治療、さらには生物の再生現象の理解に関し

ても非常に有益な知見をもたらすと確信する。 
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